別紙様式3
研　究　業　績　書

20　年　　月　　日現在
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	著書、学術論文等の名称
	発行又は発表の年
	発行所、発表雑誌等の名称

	（著書、編著等）
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	（口頭発表）
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外部資金の獲得状況（研究代表者のみ）
	外部資金の種類
	獲得年度
	研究課題名等
	金額

	１
	
	
	千円

	２
	
	
	千円

	３
	
	
	千円

	４
	
	
	千円

	５
	
	
	千円

	
	
	
	


記　入　方　法

〇〇〇〇年　〇〇月　〇〇日現在
氏名　　民博太郎　　　　　　　　　　　　　　　　

	著書、学術論文等の名称
	発行又は発表の年
	発行所、発表雑誌等の名称

	（著書、編著書等）　
※応募者自身の単著・編著・共著・共編著に限る
査読あり：番号に下線

1 Cultural Heritage Management in Japan
※提出する業績の番号を○で囲む
	2017年
	Taro Minpaku and Ken Yoshida (eds.), Osaka: Minpaku Press, 全189頁。
※応募者の名前に下線

	2『博物館展示とソースコミュニティ』
	2015年
	民博太郎・吉田賢編，大阪：民博出版， 全347頁。

	3『現代博物館概論』
	2014年
	民博太郎編，大阪：暁出版，全360頁。
※応募者単独の編著書の場合、下線は不要

	（学術論文）査読あり：番号に下線

1「文化遺産をめぐる開発実践」　
	2018年
	『国立博物館研究報告』12(3): 2-29, 大阪：国立博物館。
※雑誌の場合は「巻（号）：○－○」で記す

	2 Historical Heritage Management and SDGs (Ken Yoshida and Taro Minpaku)
※共著論文の場合、著者名を記し、応募者の名前に下線
　　冠詞、前置詞を除き、単語の頭文字は大文字
	2017年
	Saburo Banpaku and Taro Minpaku (eds.), Human Security and Cultural Heritage Tourism, pp.15-77, New York: UNMS Press.

	3「無形遺産と有形遺産の境界とは？」
	2015年
	民博太郎・吉田賢編『文化遺産と現代社会』pp.10-24, 大阪：民博出版。

	4「無形遺産の保護と活用」（吉田賢・民博太郎）
	2015年
	岡祐二編『21世紀における文化遺産』pp.200-270, 東京：東博大学出版会。

	5 Cultural Heritage and Tourism in Japan
	2014年
	Cultural Heritage 5(2):24-35.

	（口頭発表）

１
	2018年
	『国立博物館研究報告』12(3): 2-29, 大阪：国立博物館。
※雑誌の場合は「巻（号）：○－○」で記す

	2 Historical Heritage Management and SDGs (Ken Yoshida and Taro Minpaku)
	2017年
	Saburo Banpaku and Taro Minpaku (eds.), Human Security and Cultural Heritage Tourism, pp.15-77, New York: UNMS Press.

	3「無形遺産と有形遺産の境界とは？」
	2015年
	民博太郎・吉田賢編『文化遺産と現代社会』pp.10-24, 大阪：民博出版。

	4「無形遺産の保護と活用」（吉田賢・民博太郎）
	2015年
	岡祐二編『21世紀における文化遺産』pp.200-270, 東京：東博大学出版会。

	5 Cultural Heritage and Tourism in Japan
	2014年
	Cultural Heritage 5(2):24-35.


　・「著書、学術論文等の名称」の欄には、著書、学術論文及びその他の順に、それぞれ年月順（新→旧）に番号（半角）を付す。
・学術論文で査読がある場合は、「著書、学術論文等の名称」欄に「査読有り：番号に下線」と記載し、番号に下線を引く。
・「著書、学術論文等の名称」の欄には、著書、学術論文等のタイトルのみを記入する。
ただし、共著の場合は、（）書きでこの欄に記入する。

・「発行又は発表の年」の欄には、発行又は発表した年を西暦で記入する。
・「発行所、発表雑誌等の名称」の欄には、出版社又は発行した機関名、発行機関の所在

地及び雑誌等の名称・頁数等の必要事項を記入する。
・外国語雑誌の場合の書名はイタリック文字とする。

・英文雑誌等で人物名が英語表記の場合は、姓名の頭文字のみ大文字とし、後は小文字とする。
・本についてのページ数についてはppで記載する。（雑誌はppなし）
　・博士論文については、「発行所、発表雑誌等の名称」欄に「博士学位論文、取得機関所在地、取得機関」の順で記載する。

　・提出する業績については、番号を○で囲むこと。
外部資金の獲得状況（研究代表者のみ）
	外部資金の種類
	獲得年度
	研究課題名等
	金額

	１科学研究費補助金
　（基盤C）
	令和3年度～令和5年度
	○○○○○○○○○
	△，△△△千円

	２□□□財団研究助成金
	平成28年度～平成30年度
	○○○○○○○○○
	△，△△△千円

	３民間等との共同研究 株式会社◇◇◇
	平成25年度～平成29年度
	○○○○○○○○○
	△，△△△千円

	４
	
	
	千円

	５
	
	
	千円

	
	
	
	


著書と学術論文の間は実線








